
　
連
合
宮
崎
に
結
集
す
る
組
合
員
、
ご
家

族
、
役
員
、
退
職
者
連
合
の
み
な
さ
ま
、

常
日
頃
か
ら
連
合
宮
崎
の
取
り
組
み
に
あ

た
た
か
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
9
2
0
年
、
日
本
で
第
1
回
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
て
1
0
0
年
目
を
迎
え

る
今
年
の
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
平

和
・
人
権
・
環
境
を
守
り
公
正
で
持
続
可

能
な
社
会
を
め
ざ
す
働
く
仲
間
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
ろ
う
！
」で
す
。

　
メ
ー
デ
ー
は
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
が

団
結
・
連
帯
を
互
い
に
確
認
し
あ
い
、
働

く
者
の
声
を
広
く
社
会
に
訴
え
る
重
要
な

機
会
で
す
。

　
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
命
と
健
康
を
守

る
こ
と
を
第
一
義
に
、
県
内
9
会
場
で
予

定
し
て
い
ま
し
た
第
91
回
メ
ー
デ
ー
に
つ

い
て
、
集
会
方
式
で
の
開
催
を
中
止
と
す

る
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　
連
合
は
政
府
に
対
し
て
、
感
染
拡
大
抑

止
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
、
生
活
確

保
・
事
業
継
続
の
た
め
の
緊
急
措
置
、
雇

用
調
整
助
成
金
の
引
上
げ
、
助
成
金
の
早

期
給
付
、
提
出
書
類
の
簡
素
化
等
を
含
め

雇
用
を
必
ず
守
る
こ
と
等
、
速
や
か
な
実

施
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　
連
合
宮
崎
は
3
月
9
日
、
宮
崎
県
知
事
、

宮
崎
県
教
育
庁
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
小
中
高

校
等
の
臨
時
休
校
な
ど
に
関
す
る
①
こ
ど

も
の
居
場
所
確
保
や
学
び
の
保
障
②
子
ど

も
の
居
場
所
以
外
で
求
め
ら
れ
る
対
応
③

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
し
な
が
ら
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
④
休
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
企
業
、
中
小
零
細
、
小
規
模

事
業
所
な
ど
に
対
す
る
雇
用
保
険
、
支
援

措
置
等
の
施
策
に
つ
い
て
、
労
働
者
お
よ

び
使
用
者
に
情
報
の
周
知
と
相
談
等
に
対

し
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
等
を
緊
急
要

請
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
連
合
本
部
と
連

携
し
、
働
く
者
、
生
活
者
の
立
場
か
ら
の

政
策
実
現
を
強
化
し
ま
す
。

　
連
合
宮
崎
を
代
表
し
て
、
2
つ
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
つ
は
、
2
0
2
0
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
で
す
。

　
連
合
本
部
第
3
回（
4
／
6
）回
答
集
計

結
果
は
、
懸
命
な
交
渉
努
力
に
よ
り
、
中

小
組
合
の
賃
上
げ
額
・
率
は
昨
年
同
時
期

と
ほ
ぼ
同
等
、
有
期
・
短
時
間
・
契
約
等

労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
は
、
時
給
・
月
給

と
も
に
昨
年
同
時
期
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
全
体
の
経
済
活
動
が
日
々
縮
小
に

向
か
う
中
、
各
構
成
組
織
・
労
組
の
書
面
、

W
e
b
等
を
活
用
し
た
工
夫
に
よ
り
、
働

き
方
改
革
関
連
法
に
伴
う
長
時
間
労
働
の

是
正
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
等
、
多

く
の
職
場
で
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
方
々
の
命
・
雇
用
・
生
活
を

守
り
、
労
使
が
現
下
の
厳
し
い
状
況
に
真

摯
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。「
2
0
2
0
年

み
ん
な
の
春
闘
」を
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、

粘
り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。

　
二
つ
め
は
、
連
合
宮
崎
運
動
の
更
な
る

充
実
・
強
化
で
す
。
1
9
9
0
年
3
月
11

日
、
宮
崎
県
内
労
働
運
動
の
統
一
を
実
現

し
、「
平
和
・
し
あ
わ
せ
・
道
ひ
ら
く
」を

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
連
合
宮
崎
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。「
顔
合
わ
せ
」「
心
合
わ
せ
」

「
力
合
わ
せ
」を
合
言
葉
に
30
年
、
多
く
の

課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
乗
り
越
え

て
今
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
働
く
仲
間
・
生
活
者
が
、
助

け
が
必
要
な
と
き
に
寄
り
添
い
、
と
も
に

進
み
、
頼
り
に
な
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
、

そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
構
成
組
織
・
地

域
協
議
会
・
地
区
会
議
が
一
体
と
な
り
、

連
合
宮
崎
運
動
の
更
な
る
充
実
・
強
化
で
、

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
、
第
91
回
メ
ー
デ
ー
に
あ
た
っ

て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

メーデーポスター▶

第91回
連
合
宮
崎
メ
ー
デ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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第52回　南ヶ丘幼稚園　卒園式

みやざき福祉学園・みやざき福祉園
南ヶ丘幼稚園・桜ヶ丘幼稚園・あおぞら幼稚園・あおぞら保育園

卒園
お
め
で
と
う
！

第49回　桜ヶ丘幼稚園　卒園式

幼 児 期 は 人 と し て の 基 礎 づ く り

入園
お
め
で
と
う
！

「第42回卒園式」令和2年3月28日（土）
卒園児17名の子ども達は、近隣の7つの小学校
へ。輝かしい未来に向かって頑張れ！

2020年度は園児数75名でスタートです。
新型コロナウイルス感染により不安な新年度の
始まりとなりましたが、希望あふれる楽しい一
年となりますように。

社会福祉法人みやざき福祉園　あおぞら保育園

なかよくあそぼうね！

新学期の様子

第46回　あおぞら幼稚園　卒園式

第53回　南ヶ丘幼稚園　入園式第50回　桜ヶ丘幼稚園　入園式
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　2020年2月14日（金）、九州労働金庫会議室において2019年度第4回九州労働金庫宮崎県本部推
進委員会および各店青年・女性推進委員会合同会議を開催しました。
　本合同会議は、店（地域）を超えて活動を共有することと推進委員会と連携を図ることで、青年・女
性推進委員会活動を活性化させていくことを目的に開催しました。
　会議の中では、①青年・女性推進委員会の目的と役割の確認、②各店（地域）の活動報告、③野﨑宮崎県
本部推進委員長による「青年・女性推進委員会の役割と労働運動・ろうきん運動の重要性について」と
題した講演等を行いました。
　また、宮崎県金融広報委員会の冨賀見講
師をお招きして、「はじめての資産運用講座」
をテーマに講演いただき、将来に向けた資
産形成について理解を深めました。
　今度も、ろうきん運動を各店（地域）推進
委員会と青年・女性推進委員会およびろう
きんが連携して積極的に推進し、労働者福
祉運動の発展に寄与していけるよう取り組
んでまいります。

第4回 九州労働金庫宮崎県本部推進委員会および
 各店青年・女性推進委員会合同会議開催!!

2019年度

合同会議の風景

勤労者生活支援特別融資制度
～勤労者の方の生活支援に関する〈ろうきん〉の制度です。～

九州ろうきんは、収入減少等によりマネープランの見直しが必要となった方への対応といたしまして、勤労者生活支援特別融資制度
による返済条件の見直しや新たなご融資による生活支援の取り組みを実施しておりますので、お気軽にご相談ください。

2020年4月15日（水）～2021年3月31日（水）お取扱期間

ご案内

〈ろうきん〉のローンをご利用されている方で、返済条件の見直しを希望される方
返済条件の見直しは以下の3パターンです。また返済条件変更にかかる手数料は不要です。

割賦金変更（期間延長）
返済期間を延長することで、毎月・ボーナス返済額を軽減します。
※1.当初融資日から延長できる最長の融資期間となります。
※2.最終弁済時年齢は満76歳未満までとなります。
※3.教育資金については最長20年、無担保住宅資金については最長25年。

1

均等返済・加算返済の残高内訳変更
毎月返済額とボーナス返済額の割合を変更することで、毎月またはボーナス返済額を軽減します。

※ボーナス部分の融資割合は、融資総額の50％以内となります。

2

元金返済据置（特約返済）
特約期間の2年以内（※4）は元金を据置き、利息のみの返済とします。
ただし特約期間終了後は、残りの返済期間で返済額を再計算するため、返済額は増加します。
※4.「2年間ずつ最長5年間まで」延長が可能です。

3

※収入減少等による生活資金等、新規の融資利用（無担保）もございます。詳しくはお近くのろうきんへお問い合わせ下さい。

毎月・ボーナス返済分の内訳変更

毎月またはボーナス返済額を軽
減します。（どちらかの負担が軽
減される代わりに、もう一方の
負担が増加します。）

毎月返済のみ▶ボーナス併用返済に変更

毎月返済額の負担が軽減される
代わりに、ボーナス返済額の負
担が発生します。

ボーナス併用返済▶毎月返済のみに変更

ボーナス返済額の負担が解消さ
れる代わりに、毎月返済額の負
担が増加します。

対　象　融　資
●有担保証書貸付
●無担保証書貸付
●ろうきん融資当座
　貸越
※マイプラン、手形
貸付は対象外とな
ります。

ご返済中の融資 期間延長後の最長融資期間
有担保証書貸付

無担保証書貸付

ろうきん融資当座貸越

最長40年

最長10年（※3）

検 索九州ろうきんhttps://kyusyu-rokin.com/
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指定整備工場　宮崎県協議会
橋口会長あいさつ

（株）日刊自動車新聞社
高橋賢治氏　講演の様子

　
二
〇
二
〇
年
二
月
二
八
日（
金
）、宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

全
国
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　
指
定
整
備
工
場
宮
崎

県
協
議
会
　
二
〇
一
九
年
度
全
体
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
宮
崎
県
協
議
会
の
指
定
整
備
工
場
は
、
県
内
に
一
七
工

場
あ
り
、「
安
心
・
安
全
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
わ
か
り
や
す
い
車
検
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
さ
ま
ざ
ま

な
整
備
・
点
検
・
修
理
を
行
い
、
カ
ー
ラ
イ
フ
を
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
全
体
集
会
で
は
、
二
〇
一
九
年
度

の
自
賠
責
共
済
募
集
目
標
等
、
各
種
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、（
株
）
日
刊
自
動
車
新
聞
社
よ
り
髙
橋
賢
治
氏
を
お
招
き

し
、「
自
動
車
行
政
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、
昨
今
、
急
速
に
進
化

す
る
自
動
運
転
技
術
と
、
電
気
自
動
車
の
普
及
に
と
も
な
う
自
動

車
整
備
業
界
の
今
後
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
、
全
体
で
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
下
記
の
と
お
り
、
車
検
費
用
の
割
引
等
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
こ
く
み
ん
共
済 co

o
p

指
定
整
備
工
場
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

全国労働者共済生活協同組合連合会
指定整備工場宮崎県協議会  2019年度全体集会

車検をするなら、こくみん共済 coop 〈全労済〉指定整備工場へ！

選べる4つの割引  上記の車検点検費用から最大10,000円割引！※法定費用からの割引はありません。

こくみん共済 coop 〈全労済〉指定整備工場

各工場でサービス内容や料金が異なりますので、料金の詳細については事前に各工場にご確認ください。

※料金に消費税は含まれておりません。 ※部品交換が発生する追加整備の場合、追加料金が加算されます。
※車検を受けられる際には、こくみん共済 coop〈全労済〉の組合員であることをお申し出ください。

車
検
費
用
の
め
や
す

車検点検費用
法 定 費 用
合 計

25,500円
29,140円
54,640円

軽自動車
軽乗用・軽貨物車（例）

28,500円
39,650円
68,150円

小型乗用車
～1t車（例）

28,500円
47,850円
76,350円

中型乗用車
1t車～1.5t（例）

31,500円
56,150円
87,650円

大型乗用車
1.5t車～2t（例）

予約車検割引1

3,000円割引金額

持ち込み・引き取り割引2

3,000円割引金額

代車なし割引3

2,000円割引金額

車内外清掃・洗車なし割引4

2,000円割引金額

●車検入庫する20日前ま
でに予約いただく場合

●お客さまご自身でお持ち込
み・引き取りいただく場合

●代車不要の場合 ●車内外清掃・洗車不要
の場合

㈲橋口自動車鈑金塗装工場 宮崎市大島町笹原1960-2 0985-25-7747

太陽モータース㈱ 宮崎市昭栄町34 0985-24-2641

㈱山﨑工業 宮崎市大字田吉4977-363 0985-56-4097

合田自動車 宮崎市大字赤江977-4 0985-53-0325

㈲玉利オートサービス 宮崎市高岡町浦之名2936-1 0985-82-0850

㈲シイ・シイ・エス 宮崎市佐土原町東上那珂18125-3 0985-74-1140

㈲藤元自動車工場 宮崎市大字芳士字中原591 0985-39-3728

㈲フェニックスモーター 東諸県郡国富町本庄529-3 0985-75-3006

㈱栄進商会 日南市吾田東4-2-9 0987-22-4649

 延岡市浜町327 0982-34-5022

㈲小田自動車 延岡市別府町4279 0120-30-4847

 日向市亀崎東1-30 0982-52-6156

八興自動車整備㈱ 日向市大字日知屋16475 0982-52-7205

ホンダカーズ都城北 都北店 都城市都北町5989-1 0986-38-4848

南九州車体パーフェクト 都城市吉尾町756 0986-38-0535

ホンダカーズ都城北 安久店 都城市安久町64-1 0986-39-4747

東陽自動車整備工場 小林市真方5519-10 0984-23-6309

宮崎センコー運輸整備㈱
カーケアセンター

宮崎センコー運輸整備㈱
日向工場

お電話のおかけ間違いにご注意ください。

開催報告
宮崎推進本部

（宮崎県共済生活協同組合）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
宮
崎
県
も
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象

地
域
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
に
一
定

の
効
果
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
経
済
に

と
っ
て
は
大
打
撃
に
な
り
ま
す
。
感
染
が

早
期
終
息
を
迎
え
れ
ば
、
地
震
や
災
害
の

よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
わ
け
で

も
、
戦
争
が
起
き
た
わ
け
で
も
な
い
の
で

感
染
前
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
長
期
化
す
る
と
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
て
も
大
変
で
す
。
発
令
前
か

ら
学
校
は
休
み
に
入
り
、
外
出
自
粛
に
よ

る
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
の
影
響
で
、
商

店
の
開
店
休
業
状
態
は
長
引
き
、
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
の
ま
ま
、
旅
行
客
は
回
復
せ
ず

旅
館
や
飲
食
店
は
、
閑
古
鳥
が
鳴
き
続
け

て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
さ
れ
た
時
点

で
既
に
飲
食
店
や
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
は
体
力
を
使
い
切
っ
て
い
ま
す
。

　
目
に
見
え
な
い
疫
病
が
相
手
な
の
で
そ

の
終
息
宣
言
の
時
期
を
読
む
こ
と
は
医
療

関
係
者
で
も
不
可
能
で
す
。
そ
う
な
る
と

家
計
も
リ
ス
ク
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
生
活
が
変
わ
れ
ば
お
金
の
使
い
方
も

全
く
異
な
る
の
で
、
変
化
を
把
握
し
、
予

期
せ
ぬ
赤
字
を
出
さ
な
い
よ
う
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。
飲
食
、
旅
行
、
会

合
な
ど
が
真
っ
先
に
自
粛
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
、
レ
ジ
ャ
ー
費
や
交
際
費
な
ど
が

大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
支
出
の
面
だ
け

で
見
れ
ば
、
家
計
が
ラ
ク
に
な
っ
た
と
感

じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
増
え
た
支
出
も
あ
り
ま
す
。

　
大
人
は
テ
レ
ワ
ー
ク
、
子
ど
も
は
休
校

と
家
族
全
員
が
家
で
過
ご
す
と
な
る
と
、

家
庭
内
の
支
出
は
ど
う
し
て
も
増
え
ま

す
。食
事
作
り
を
担
う
主
婦
・
主
夫
に
と
っ

て
は
、
家
族
全
員
分
を
三
度
三
度
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
、
ど

う
し
て
も
割
高
な
加
工
食
品
、
出
前
や
持

ち
帰
り
を
活
用
す
る
と
い
っ
た
支
出
も
増

え
て
き
ま
す
。
自
粛
の
ス
ト
レ
ス
解
消
や

巣
ご
も
り
生
活
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
出

費
、
本
を
買
っ
た
り
、
子
ど
も
に
ゲ
ー
ム

や
お
も
ち
ゃ
、
教
材
を
買
い
与
え
る
家
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
在
宅
率
が
上
が
る
こ
と

で
今
後
水
道
光
熱
費
も
上
が
り
ま
す
。

個
々
の
見
直
し
と
い
う
よ
り
も
家
計
全
体

を
見
直
す
発
想
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
引
く
可
能
性
が

強
い
の
で
、
さ
ら
な
る
収
入
減
も
想
定
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
人
十
万
円

の
給
付
金
、
有
意
義
に
使
い
た
い
も
の
で

す
。

　（
終
息
＝
完
全
に
な
く
な
る
状
態
。
収

束
＝
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
く
状
態
。）

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

外
出
自
粛
の
中
で
家
計
を
見
直
そ
う
!!

宮崎霊園永代供養墓募集中!!宮崎霊園永代供養墓募集中!!
　宮崎霊園永代供養墓は、霊園が家やご家族に代わって墓守（供養・管理）を行い、永代に供養するお墓です。
いつもお花が供えられ、清潔に維持・管理がされますので、お参りする人がいなくても、無縁仏・無縁墓にな
る心配のないお墓です。
　永代供養墓には、骨壺を安置（30年）する合葬墓と、粉骨に
したご遺骨を合祀し供養する合祀堂があります。正面には、
お参りのための香炉、花立等が設置されています。また、側
面には墓碑名プレートを設置する銘碑が設けられています。
　多くのみなさまのご利用をお待ちしております。

お問い合わせは・お申込みは・・・・ 公益財団法人　宮崎霊園事業団
宮崎市別府町3番9号　労働福祉会館4F　TEL 0985－20－0550

宮崎霊園永代供養墓の供養料等料金　　̶ 宮崎霊園事業団 ̶
合祀堂使用権利取得費用 墓碑名プレート掲示料合葬墓使用権利取得費用

•30年間供養後、粉骨処理して合祀堂へお
納めする費用を含みます。
•30年間供養後、改めて合葬墓で供養する
場合は、再契約となります。

•最初から粉骨を施し合祀堂に納骨する場合
の料金です。
•但し、当日複数納骨する場合2骨壺目から
は10,000円とします。

お名前を刻字したプレートを永代供養墓正面
左右のプレート設置版に掲示します。
※製作料は別途委託業者へお支払い下さい。
　（15,000円～）

1骨壺／150,000円

その他、納骨時に必要な費用の一般的な料金　　̶ 宮崎霊園委託業者 ̶
遺骨乾燥費用（一般的料金）

•但し、2柱からは1柱
5,000円
•料金は、業者によって
異なります。

1骨壺／30,000円 1名札／5,000円

1柱/15,000円（税別）
遺骨粉骨費用（一般的料金）

•但し、2柱からは1柱
5,000円
•料金は、業者によって
異なります。

1柱/10,000円（税別）
骨壺（新白磁器  6寸壺）

遺骨の乾燥、粉骨を行い
1骨壺に複数の遺骨を納
めることも可能です。

1個/3,000円（税別）
骨壺処理費用

合祀堂へ直接納骨した場
合の骨壺廃棄費用。

1骨壺/1,000円（税別）
納骨作業費用

納骨作業は、管理上、霊
園と業務委託を締結した
業者が行います。

1骨壺/5,000円（税別）

永代供養墓（合葬墓） 合祀堂
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デ
フ
レ
脱
却
を
掲
げ
た
安
倍
政
権

成
立
か
ら
7
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
公
共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ
や
金
融
緩

和
は
ほ
と
ん
ど
効
果
を
発
揮
し
て
い

ま
せ
ん
。
原
因
は
、
雇
用
の
不
安
定
化

と
低
賃
金
を
原
因
と
す
る
国
内
消
費

低
迷
で
す
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
安
倍
首

相
は「
財
界
へ
の
賃
上
げ
要
請
」「
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
法
制
化
」を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
財
界
の
要
請
に

応
え
て
労
働
法
制
を
中
心
に
規
制
緩

和
政
策
を
推
進
す
る
な
ど
、
矛
盾
し
た

政
策
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
首

相
の
要
請
で
、
本
当
に
賃
金
は
上
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。
企
業
は
市
場
に
お
い

て
激
し
い
生
き
残
り
競
争
を
展
開
し

て
お
り
、
社
会
的
な
強
制
力
が
働
か

な
い
限
り
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
受
け
入

れ
ま
せ
ん
。
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
強

制
力
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
労

働
組
合
の
存
在
で
す
。
私
た
ち
が
、
労

働
組
合
の「
力
」と「
社
会
的
役
割
」を

発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
今
ほ
ど
求
め

ら
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
労
働
者
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い
る
』

　
労
働
組
合
法
第
3
条
は
、
労
働
者

を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
ま
す
。

「
労
働
者
と
は
、
職
業
の
種
類
を
問
わ

ず
、
賃
金
、
給
料
、
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
収
入
に
よ
っ
て
生
活
を
す
る
も
の

を
い
う
」。
簡
単
に
言
え
ば
、労
働
者
は
、

労
働
力（
労
働
す
る
能
力
）と
い
う
商

品
を
経
営
者
に
売
り
賃
金
を
得
て
生

活
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
す
。

　
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
日
本
国
憲
法
第

28
条
は「
勤
労
者
の
団
結
す
る
権
利
及

び
団
体
行
動
を
す
る
権
利
は
、
こ
れ
を

保
障
す
る
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
労

働
者
の
団
結
も
団
体
交
渉
権
も
、
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
の
実
力
行
使
も
権
利
と

し
て
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆

に
こ
の
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
労

働
者
と
経
営
者（
使
用
者
）は
決
し
て

対
等
な
立
場
に
な
れ
ま
せ
ん
し
、
労
働

力
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
社
会
そ
の

も
の
が
恐
ろ
し
く
不
平
等
で
不
公
平

な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

『
労
働
基
準
法
と
労
働
組
合
法
』

　
労
働
者
が
働
く
う
え
で
最
も
中
心

と
な
る
法
律
は
労
働
基
準
法（
労
基

法
）で
す
。
労
基
法
第
1
条
で
、「
労
働

条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に
値
す
る

生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す

べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

し
、
ま
た
、「
こ
の
法
律
で
定
め
る
労

働
条
件
の
基
準
は
低
下
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
向
上

を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
労
働
条
件
の
改
悪
に

反
対
し
、
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
の
実

現
の
た
め
、
労
働
者
が
経
営
者
に
要

労
働
組
合
の
必
要
性
と
社
会
的
役
割

第10回

労
働
者
福
祉
：
多
事
総
論

シ
リ
ー
ズ

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で
は
学
び
き
れ
な
い
色
々
な

見
聞
、
知
識
、
法
律
な
ど
を
掲
載
し
ま
す

宮
崎
県
労
組
会
議　

事
務
局
長　
　

津
久
江 

清
一

求
を
行
う
こ
と
は
当
然
の
権
利
と
し

て
認
め
ら
れ
交
渉
す
る
た
め
の
組
織

が
労
働
組
合
で
す
。

　
労
働
組
合
は
労
働
組
合
法（
労
組

法
）と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
労
組
法
は
憲
法
28
条
の

「
団
結
権
・
団
交
権
・
争
議
権
の
労
働

基
本
権（
労
働
三
権
）を
保
障
す
る
」と

い
う
条
文
か
ら
極
め
て
グ
レ
ー
ド
の

高
い
法
律
で
す
。※
団
結
権
＝
労
働
者

が
労
働
組
合
を
結
成
し
運
営
す
る
権

利
。
団
体
交
渉
権
＝
労
働
組
合
が
経

営
者
と
交
渉
す
る
権
利
で
、
会
社
が

交
渉
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
は「
不
当

労
働
行
為
」と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
。
団

体
交
渉
権
＝
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
場
合
は
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の

争
議
を
行
う
権
利
。

　
労
基
法
は
労
働
条
件
の
最
低
基
準

を
定
め
、
労
組
法
は
労
働
者
の
地
位

向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
労
基
法

と
労
組
法
は
セ
ッ
ト
で
理
解
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
労
働
者
と
経
営
者（
使
用
者
）は
、

決
し
て
対
等
な
関
係
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
律
で「
労
働
基

本
権
」を
保
障
し
労
使
対
等
に
近
づ
け

る
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
労
働
組
合
の
社
会
的
役
割
』

　
労
働
組
合
と
は
、
労
働
者
が
主
体

と
な
っ
て
自
主
的
労
働
条
件
の
維
持

改
善
、
そ
の
他
、
経
済
的
地
位
向
上
を

は
か
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

組
織
す
る
団
体
ま
た
は
連
合
体
で
す
。

（
労
働
組
合
法
第
2
条
）労
働
条
件
の

維
持
改
善
、
そ
の
他
経
済
的（
貧
困
、

非
正
規
労
働
者
）地
位
向
上
を
は
か
る

た
め
に
は
、
経
営
者
と
交
渉
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
と
き
に
は
政
府
に
対

し
て
も
制
度
・
政
策
要
求
を
行
う
な
ど
、

社
会
的
支
持
の
も
と
に
運
動
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
組
合

の
運
動
が
社
会
的
支
持
を
得
る
た
め

に
は
、
社
会
的
な
責
任
を
果
た
し
信

頼
を
得
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
憲
法
27
条「
勤
労
の
権
利

と
義
務
」、
第
28
条「
労
働
基
本
権
」の

条
文
が
憲
法
第
3
章（
国
民
の
権
利
及

び
義
務
）の
中
に
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
、
労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
基
本
的

人
権
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
組

織
で
す
。
基
本
的
人
権
と
は
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
、
幸
福
を
追
求
す
る

権
利
、
平
和
に
生
き
る
権
利
の
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
間
、
労
働
組
合

が
果
た
し
て
き
た
賃
金
や
労
働
条
件

を
改
善
し
た
歴
史
な
ど
社
会
的
役
割

を
学
び
な
お
し
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
運

動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ

全労済在宅介護サービスセンターみやざきのケアマネジャー・ヘルパーが
助け合いの精神で介護サービスをご提供します。
★居宅介護支援：介護に関する相談、介護保険申請手続き、ケアプラン作成
★訪問介護：ヘルパーがお客さま宅へ訪問し、日常生活の家事や介護をサポート
★障がい者支援サービス：自宅での日常生活のサポートや希望に沿った外出をサポート
★高齢者ケアサービス（保険外サービス）：大掃除、見守り、冠婚葬祭の付き添い等幅広いサービス

全労済在宅介護サービスセンターみやざき TEL0985（20）0556（月～金　9時～18時）

電話でお気軽に

ご相談ください。

突然訪れることもある家族の介護。 何をすべきか？　　　どこに相談するのか？
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　2020年度の幹事会は、コロナウイルス感染拡大防
止の観点から、役員を招集せず書面決議による開催と
としました。
　議案は、第1号議案「2019年度事業報告」、第2号
議案「2020年度事業計画」、第3号議案「2020年度役
員体制」が提案され、18名の役員全員の承認により決
議されました。
2020年度事業計画
　1．ライフサポートセンター宮崎県本部は、県内3
地区センターを統括する組織として、具体的な相
談事業への助言や支援を行います。

　2．県内のライフサポートセンターの相談活動の充
実強化を図ります。

　3．2020年度より、相談時間を10:00～16:00に
変更します。

　4．各地域に根差した弁護士・司法書士の皆様によ
るネットワークにより、より身近な相談体制を継
続していきます。

　5．ライフサポートセンターからの情報発信、啓発
活動として、引き続きライフステージに根差した
セミナーを上期・下期各1回計画し、実施してい
きます。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

「
奨
学
金
を
考
え
る
」

シリーズ

第7回

〜 

日
本
の
学
費 

〜

2019年度の相談件数
　2019年度は、3地区累計3,137件・月平均261件（前年度2,865件・月平均223件）の相談が寄せられ過去
最高を記録しました。開設時からの相談件数も17,393件となり、世相を反映し年々増加傾向にあります。

　
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）、
国
立

大
学
の
授
業
料
は
年
3
6
0 

円（
現

在
換
算
7
，0
0
0 

円
弱
）、
入
学

金
は
10
円
、
1
9
7
1
年
ま
で
は
入

学
金
は
1
，0
0
0
円
〜
4
，0
0
0

円
、
授
業
料
は
1
2
，0
0
0
円
で

し
た
。

　
1
9
7
2
年
に
は
入
学
金
1
2
，

0
0
0
円
、
授
業
料
3
6
，0
0
0

円
へ
3
倍
と
な
っ
た
も
の
の

1
9
7
4
年
ま
で
3
年
間
こ
れ
が
維

持
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
1
9
7
1
年
の
中
教
審

答
申
は
、
私
学
助
成
と
と
も
に
、
国

立
大
学
に
お
い
て
も「
受
益
者
負
担
」

と
し
て
相
当
額
ま
で
授
業
料
、
入
学

金
を
引
き
上
げ
る
べ
き
こ
と
が
表
明

さ
れ
、
国
立
大
学
で
は
1
9
7
2
年

の
入
学
金
、
授
業
料
3
倍
化（
初
年

度
納
付
金
4
万
8
0
0
0 

円
）
が
行

わ
れ
た
が
、
1
9
7
5
年
か
ら
は
毎

年
入
学
金
と
授
業
料
を
交
互
に
引
き

上
げ
る
と
い
う
継
続
的
な
学
費
値
上

げ
政
策
が
行
わ
れ
、
初
年
度
納
付
金

は
14
年
目
の
1
9
8
8
年
に
は
10
倍

の
48
万
円
と
な
り
、
国
立
大
学
法
人

化
後
の
2
0
0
6
年
に
は
8
1
7
，

8
0
0
円
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
高
学
費
の
一
方
で
、
親

の
所
得
が
下
が
り
、
平
均
世
帯
所
得

は
1
9
9
4
年
の
6
6
4
万
円
か
ら

2
0
1
6
年
に
は
5
6
0
万
円
に
減

少
し
て
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省「
国

民
生
活
基
礎
調
査
の
概
況
」）。

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
大
学
昼
間
部
の
奨
学
金
利
用

率
は
1
9
9
6
年
の
2
1
．2
％
か

ら
2
0
1
6
年
に
は
4
8
．9
％
へ

と
上
昇
、
大
学
生
の
約

半
数
が
奨
学
金
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会を開催（書面決議）2020年度

相
談
内
容

金融
法律
子育て
介護
生涯保障
年金・福祉
奨学金
家計
労働
職労前段支援
職場・学校・家庭での悩み
心の健康
その他
　合 計

28

393

0

18

3

68

4

27

43

23

70

894

33

1,604

98
303
0
1
0
17
0
0
28
0
1
425
5
878

34
314
0
4
1
15
0
3
38
4
13
219
10
655

8
96
0
0
0
13
0
0
16
3
7
210
4
357

160
1,010
0
23
4
100
4
30
109
27
84
1,538
48
3,137

5.1%
32.2%
0.0%
0.7%
0.1%
3.2%
0.1%
1.0%
3.5%
0.9%
2.7%
49.0%
1.5%
100.0%

751
6,573
71
125
39
928
14
94
759
164
633
6,361
881
17,393

宮　崎
累　計

都　城
累　計

延　岡
累　計

県内3地区の合計
当月計 年度計 年計比率 総累計
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編集後記
　1963年（昭和38年）、宮崎中央会は誕生。60年近く経っ
ても、当時「鉄腕アトム」や「鉄人28号」「エイトマン」にくぎ
付けになっていたのを今も記憶している。東京五輪開催を控
え、東海道新幹線や首都高速道路等の大型公共投資が次々
に進められ、日米初のテレビ衛星中継もこの年にはじまった。
その衛星中継で初めて流されたのは、ケネディ大統領暗殺の
悲報。当時、米ソは「キューバ危機」そして中ソ対立。それ
以降もベトナム戦争を契機とする反戦運動や黒人の公民権運
動、人種差別主義者の対立により国内は混乱、キング師や

ロバート・ケネディ等の要人暗殺が横行して社会不安に陥っ
ていた。
　そうした中で、ケネディ米大統領の明言は、今でも忘れて
はならない。それだけ、グローバリズム・自国第一主義・
覇権主義が横行し、平和と人 の々日 の々暮らしや雇用が脅か
されている。
　「人類は戦争に終止符を打たなけれはならない。さもなけ
れば戦争が人類に終止符を打つことになるだろう」。

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

学校法人 みやざき福祉学園
事務局長

井上 敏郎さん

　
世
界
中
で
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
中
、
小
生
に
も
思
わ
ぬ
災
難
が
降
り
か
か
っ

て
き
た
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
本
誌『
ま
ん
ぴ

つ
』へ
の
投
稿
依
頼
で
あ
る
。「
イ
ヤ
ー
、
ま

い
っ
た
な
。」と
思
い
な
が
ら
も
、
拙
稿
を
寄

せ
る
こ
と
と
相
成
っ
た
。

　
そ
の
コ
ロ
ナ
危
機
の
関
連
記
事
に
、
非
常

に
気
に
な
る
見
出
し
を
見
つ
け
た
。【
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
が
年
金
支
給
額
引
き
下
げ
に
つ
な

が
る
重
大
懸
念
】と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
と

2
年
も
す
れ
ば
完
全
年
金
生
活
者
と
な
る
小

生
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ
死
活
問
題
で
あ

る
。
年
金
基
金
は
、
資
金
を
債
券
や
株
式
な

ど
複
数
の
資
産
に
投
資
し
、
そ
の
運
用
益
を

積
み
立
て
、
将
来
に
備
え
て
い
る
。
現
在
の

年
金
は
、
今
の
と
こ
ろ
現
役
世
代
が
賄
っ
て

く
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
労
働
者
は
収
入

を
絶
た
れ
、
年
金
保
険
料
を
納
め
る
ど
こ
ろ

で
は
な
く
な
る
。
加
え
て
、
基
金
が
投
資
し

て
い
る
株
式
な
ど
が
世
界
同
時
株
安
に
よ
り

大
き
な
運
用
損
失
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
現
役
世
代
が
負
担
し
き
れ
な
く
な
る
と
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
給
付
に
充
て
る
の
だ
が
、

そ
の
基
金
に
手
を
付
け
る
と
3
年
し
か
持
た

な
い
。
そ
の
前
に
は
、
当
然
給
付
額
の
削
減

を
し
て
破
綻
を
先
送
り
さ
せ
る
。
そ
の
後
は

考
え
た
く
も
な
い
。
と
妄
想
が
果
て
し
な
く

続
く
。

　
そ
の
妄
想
を
爽
や
か
に
か
き
消
し
て
く
れ

る
の
が
、
小
生
が
勤
務
し
て
い
る
㈻
み
や
ざ

き
福
祉
学
園
の
子
ど
も
た
ち
だ
。
毎
日
園
庭

で
元
気
に
遊
ぶ
様
子
が
、
カ
オ
ス
状
態
の
私

の
唯
一
の
救
い
に
な
っ
て
い
る
。
私
が
毎
日
体

操
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
し
て
子
ど
も
た
ち
の

前
に
出
る
わ
け
で
は
な
い
。
年
に
1・2
度「
せ

ん
じ
い
」（
南
ヶ
丘
幼
稚
園
に
あ
る
栴
檀
の
老

古
木
の
精
霊
）の
声
の
出
演
を
し
た
り
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る

役
目
を
す
る
く
ら
い
の
も
の
だ
。
出
番
は
少

な
い
も
の
の
、
本
当
に
愛
お
し
く
抱
き
し
め

た
く
な
る
ほ
ど
可
愛
い
。

　
1
9
6
8
年
宮
崎
県
労
働
金
庫（
当
時
の
名

称
）は
、
創
立
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
3
つ

の
幼
稚
園
を
次
々
に
設
立
し
て
き
た
。
そ
の

成
り
立
ち
か
ら
学
園
の
役
員
に
は
労
働
組
合

や
労
働
者
福
祉
団
体
の
代
表
者
が
名
を
連
ね
、

労
働
者
福
祉
運
動
の
発
展
と
地
域
へ
の
貢
献

を
行
い
、
今
日
ま
で
堅
調
に
推
移
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
少
子
化
に
よ
る
園

児
数
の
減
少
傾
向
と
教
職
員
の
な
り
手
不
足

に
よ
り
、
経
営
基
盤
を
揺
る
が
す
事
態
も
否

定
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
お
願
い

だ
。
身
近
に
子
ど
も
を
幼
稚
園
に
通
わ
せ
た

い
人
、
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
一
報
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
ぼ
や
き
な
が
ら
、
井
上
敏

郎
67
歳
は
、
こ
の
職
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
偶

然
に
感
謝
し
つ
つ
、東
京
に
い
る
息
子（
32
歳
）、

娘（
30
歳
）に
今
日
も
想
い
を
馳
せ
て
い
る
。

年
寄
り
の
ぼ
や
き

　県では、労働問題に関する様々な相談に応じ、問題の解決に向けたアドバイス
を行うため、県内4箇所に中小企業労働相談所を設置しています。相談は無料で
す。お気軽に御相談ください。（新型コロナウイルス感染症の影響に伴う労働相談
にも対応しています。）

労働相談窓口のご案内

問合せ先：宮崎県 商工観光労働部 雇用労働政策課 労政福祉担当（Tel:0985-26-7106）

～職場のトラブル、1人で悩んでいませんか～

●宮崎中小企業労働相談所（商工観光労働部 雇用労働政策課内） Tel:0985-26-7106
●日南中小企業労働相談所（日南県税・総務事務所内） Tel:0987-22-2714
●都城中小企業労働相談所（都城県税・総務事務所内） Tel:0986-23-4518
●延岡中小企業労働相談所（延岡県税・総務事務所内） Tel:0982-33-2862

検 索県HP 宮崎県　労働相談窓口
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●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
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福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
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３
番
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労
働
福
祉
会
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４
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4
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5
5
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●
発
行
人
 大
久
保
貴
司




